








要約:1989～1994 年の東京都監察医務院事業概要では、年間 20 例前後の SIDS が報告され、

その剖検率はほぼ 100%であるが、この行政解剖機関に於いても検案のみで SIDS が診断さ

れた例がある。本症候群には剖検後も適切な診断がなされ難い側面があり、この点につい

て、1990～1992 年の厚生省人口動態調査死亡票を解析した。この結果、剖検後 SIDS とさ

れても、未熟児・発症後死亡まで 24 時間以上、脳死状態等、診断の適切性に問題がある

複数例が存在した。又、複数の小さな死因が併立する複合死因の症例については、各死因

が共同的に死因を形成するかどうか、剖検例に於いても判断の別れるところである。


